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財務諸表に対する注記

別紙1

１．継続事業の前提に関する注記
該当なし

２．重要な会計方針
（１）固定資産の減価償却の方法

　　建物、構築物、機械装置、器具及び備品、ソフトウエア、権利・・・・定額法

（２）引当金の計上基準

　　・賞与引当金

　　　職員に対する夏季賞与支払に備えるため、当該支給見込額のうち、当該会計年度の費用

　　　として計上すべき金額を見積計上しております。

３．重要な会計方針の変更
該当なし

４．法人で採用する退職給付制度
該当なし

５．法人が作成する財務諸表等と拠点区分、ｻｰﾋﾞｽ区分
当法人の作成する財務諸表は、以下のとおりになっている。

（１）法人全体の財務諸表（第１号の１様式、第２号の１様式、第３号の１様式）

（２）拠点区分別財務諸表（第１号の４様式、第２号の４様式、第３号の４様式）

当期末残高当期減少額当期増加額前期末残高基本財産の種類

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。
(単位：円)

６．基本財産の増減の内容及び金額

土地 189,621,540 0 0 189,621,540

建物 1,421,296,075 0 59,375,750 1,361,920,325

　 合 計 　 1,610,917,615 0 59,375,750 1,551,541,865

７．会計基準第３章第４（４）及び（６）の規定による基本金又は国庫補助金等
特別積立金の取崩し
国庫補助金等特別積立金　14，351，746円を取り崩した。

８．担保に供している資産

担保に供されている資産は以下のとおりである。

土地(基本財産)     189,621,540 円

建物(基本財産)　 1,361,920,325 円

計 1,551,541,865 円

担保している債務の種類および金額は以下のとおりである。

独立行政法人福祉医療機構 997,200,000 円

足利銀行 250,000,000 円

埼玉りそな銀行 155,000,000 円

計 1,402,200,000 円

９．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
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固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。
(単位：円)

当期末残高減価償却累計額取得価額

建物(基本財産) 1,485,619,802 123,699,477 1,361,920,325

構築物 30,578,278 5,961,280 24,616,998

機械装置 116,640 14,976 101,664

器具及び備品 27,577,116 8,515,450 19,061,666

ｿﾌﾄｳｪｱ 12,603,902 5,187,520 7,416,382

権利 1,419,120 258,682 1,160,438

　 合 計 　 1,557,914,858 143,637,385 1,414,277,473

債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。
(単位：円)

債 権 額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高

１０．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

該当なし 0 0 0

　 合 計 　 0 0 0

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は以下のとおりである。
(単位：円)

種類及び銘柄 帳簿価額 時 価 評価損益

１１．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

該当なし 0 0 0

　 合 計 　 0 0 0

関連当事者との取引の内容は次のとおりである。
(単位：円)

種類 法人等の

名称

住所 資産総額 事業の

内容

又は職業

議決権の

所有割合

関係内容

役員の

兼務等

事業上の

関係

取引の

内容

取引金額 科目 期末残高

１２．関連当事者との取引の内容

該当なし 0 0 0

　

１３．重要な偶発債務
該当なし

　

１４．重要な後発事象
該当なし

１５．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及
び純資産の状態を明らかにするために必要な事項
該当なし


